
 
 

No.335 2021.3.24 

令和３年２月定例会中間報告号　２

【予算特別委員会での審査が行われました】

　３月11日（木曜日）および12日（金曜日）、15日（月
曜日）から17日（水曜日）に部局別質疑、19日（金曜
日）に総括質疑、23日（火曜日）に討論・採決が行
われ、議案21件が原案のとおり可決されました。 
　写真は、前列右から諸井真英副委員長、宮崎栄
治郎委員長、左から木村勇夫副委員長です。 

【今後の会期予定】

　本会議では、明日３月25日（木曜日）に委員長報告、26日（金曜日）に委員長
報告に対する質疑、討論、採決が行われる予定です。 
　本会議の模様はインターネット議会中継でご覧になれます。 

☆定例会概要は、県議会のホームページからご視聴いただけます。»
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【予算特別委員会】

　３月11日（木曜日）から３月23日（火曜日）
にかけて予算特別委員会での審査が行わ
れました。 
　予算特別委員会では、令和３年度一般会
計当初予算、特別会計当初予算および、公
営企業会計当初予算の審査ならびにこれ
らに関連する事項を調査しました。 
 
 
 

予算特別委員会　正副委員長

 

宮崎栄治郎　委員長 
（自民）

 

諸井真英　副委員長 
（自民）

 

木村勇夫　副委員長 
（民主フォーラム）

 
予算特別委員会　総括質疑　質疑者一覧

 

中屋敷慎一 
（自民）

 

荒木裕介 
（自民）

 

松坂喜浩 
（県民）

 

石川忠義 
（県民）

 

山根史子 
（民主フォーラム）

 

水村篤弘 
（民主フォーラム）

 

塩野正行 
（公明）

 

安藤友貴 
（公明）

 

守屋裕子 
（共産党）

 

中川　浩 
（改革）
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※質疑項目は「予算特別委員会　総括質疑　質疑項目一覧」をご覧くださ
い。 

 

 
 

 
【インターネット中継を配信中】

　「埼玉県議会　議会中継」では本会議などの模
様を配信しています。 
　予算特別委員会の模様も録画中継にてご視
聴いただけます！ 
　また、県議会テレビ広報番組「こんにちは県議
会です」（テレビ埼玉）の映像も配信しています。 
　スマートフォンやタブレット端末でもご利用いた
だけます。 

☆予算特別委員会の模様は、こちらからご覧いただけます。»

 
【県議会本会議のテレビ中継】 ※全放送手話通訳付きです。

　皆さまに広く議会の活動を知っていただくため、本会議の模様をテレビ埼
玉（地デジ３チャンネル）で中継します。中継内容は次の通りです。 
　ぜひご視聴ください。 

〈令和３年２月定例会〉

◆録画中継 

• 予算特別委員会（総括質疑）ダイジェスト　３月24日（水曜日）19:00～21:00 
 

◆生中継 

• 委員長報告　３月25日（木曜日）10:00～12:30

☆詳しくは、県議会のホームページをご覧ください。»

 
 
 

 
このコーナーでは、議事堂ホールに飾られた生け花をご紹介します。 
【協力　埼玉県いけばな連合会】 

◆展示期間 
２月22日 
　～２月26日 
◆作者 

◆展示期間 
３月２日 
　～３月５日 
◆作者 
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成月流 
半井梨芳様 
◆花材 
木蓮、カラテ
ナ、デルフィ
ニューム、トル
コキキョウ

相阿弥流 
佐々木幸園
様 
◆花材 
根引松、赤芽
柳

 

◇◆生け花の作者の方にお聞きしました！◆◇

〈成月流 半井梨芳様〉 

Q：上品で落ち着いた色合いが美しい作品ですね。

A：デルフィニュームの色に合わせて、白いトルコキキョウを合わせて生
けました。カラテナの葉の裏は渋みのある赤色をしており、木蓮の色と
合い作品に一体感を生み出しています。

Q：作品全体の形も広がりがあり素敵ですね。

A：木蓮はあえて横に枝を伸ばすように生け、作品に広がりを与えていま
す。赤みがかった花の色も含め、作品の雰囲気にぴったりと合った花材
でした。
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〈相阿弥流　佐々木幸園様〉 

Q：柳の枝が扇のように広がっていて素敵ですね。

A：赤芽柳の赤い芽が落ちると、その下から白いふわふわとした芽が顔
をのぞかせます。しなやかに伸びる根引松の側には60年生きた後枯れ
た松の枝を添えており、作品に趣を与えています。

Q：年季を感じさせる器と花材が合っていて風情がありますね。

A：竹の二重切りの器は年代物で、自然に生じたヒビ割れがそれを感じ
させます。議会内の厳かな空気には、歴史ある古典花の型の雰囲気が
合うかと思いこの作品を生けました。

☆現在展示中の作品や過去の展示作品は、県議会ホームページでご
覧になれます。»

 

 
 

【注意】 
●メールマガジンにおいて氏名の一部にJIS規格第１・第２水準にない文
字がある場合、第１・第２水準の漢字で表記しています。

【お問い合わせ】 
●「メールマガジン埼玉県議会」の登録・解除はこちらから » 
※登録事項（メールアドレスなど）を変更する場合には、お手数ですが、
変更前のメールアドレスを一度解除してから新規に登録してください。 
●「メールマガジン埼玉県議会」についてのお問い合わせ・感想はこちら
まで！ 
E-mail a6250-03@pref.saitama.lg.jp 

埼玉県議会事務局政策調査課 

〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1　電話 048-830-6257／FAX 048-830-4923 
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